
 

巻末資料２ 

京都大学博物館 学術映像博覧会 2009 



京都大学総合博物館 学術映像博 2009 企画展示 

「水・土・火と生きる風景：在地の昔と今をつなぐ」 

 

本プロジェクトでは、2009 年 8/5（水）～12/13（日）に開催された「京都大学総合博物館 学術映像博

2009」において、「水・土・火と生きる風景：在地の昔と今をつなぐ」と題した企画展示を行いました。展示

期間は 9/16(水)～10/25（日）で、3 つの FS での取り組みをパネルや映像、模型展示などを通じて紹介

しました。この映像博で用いたパネルを、巻末資料 2 として本報告書に添付いたしました。 

 

守山 FS では、エリ漁に用いる網や魚の模型を展示しながら、琵琶湖のエリ漁を紹介しました。エリ漁

から見えてくる琵琶湖の現状、琵琶湖漁師の生き方や知恵を実感してもらえたと思います。亀岡 FS で

は、筏士の諸役を免除した豊臣秀吉の朱印状や筏の絵図などを展示し、保津川の筏流しの歴史や文

化を紹介しました。また、筏流し復活へ向けた現在の取り組みを通して、流域の人、山、川、町のつなが

りが再構築されていく様子をパネルや映像で紹介しました。朽木 FS では、野山への火入れが作り出し

てきた草山の景観の変遷を、古地図や空中写真を用いて紹介しました。かつての暮らしに不可欠だっ

た茅や柴を採集するための火入れが、社会変化のなかで次第に失われ、草山が木山へと変わってきた

様子がわかりました。 

 

また、これらの企画展示のプレイベントとして、9/12（土）には筏組みのワークショップを行いました。こ

のワークショップでは、9/9（水）に保津峡・落合から嵐山へ筏を組んで流した木材の一部を京大博物館

に運び、亀岡 FS の河原林研究員の指導の下、参加者全員で筏に組み直しました。この筏は、京大博

物館の１Fホールに展示しました。また、筏の横には、保津川の流れをイメージしたタケのオブジェ（草月

流奈良県支部制作、亀岡のマダケを使用）を展示いたしました。 

 

また、9/30（水）～10/4（日）には、特集期間として、各 FS の活動を紹介する以下の映像作品を上映

するとともに、特集期間後半の 10/3（土）～10/4（日）には、以下の 2 つのトークイベントを行いました。 

 

映像作品 

「琵琶湖に生きる風景」（守山 FS、制作：武藤恭子・嶋田奈穂子、７分） 

「保津川筏復活プロジェクト」（亀岡 FS、制作：保津川筏復活プロジェクト連絡協議会、16 分 10 秒） 

「焼畑プロジェクト余呉：火入れ」（朽木 FS、制作：井上一、7 分 15 秒） 

 

トークイベント 

「琵琶湖に生きる」 

日時：10/3（土） 15:00～16:30 

内容：琵琶湖漁師の戸田氏をお招きし、琵琶湖の環境と魚からのメッセージを語っていただきまし

た。「琵琶湖を守り、監視してきてくれたのは、魚である。命を張っている魚に比べたら、人間

はまだまだ甘い」（戸田直弘「わたし琵琶湖の漁師です」より）。 

 

『筏がつなぐ「ひと」、「もの」、「ちいき」』 

日時：10/4（日） 10:30～12:00 

内容：亀岡市文化資料館の黒川館長、元筏士の上田氏、酒井氏、鍛冶職人の片井氏をお招きし、

保津川の筏復活の活動を通して、これからの「ひと」、「もの」、「ちいき」のつながりを、筏復活

に関わる関係者と共に語り合いました。 



 
 

守山フィールドステーション 

企画展示 

 

 
 
 





えり

の構造 びわ湖に生きる風景
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の方法 びわ湖に生きる風景

ヱリ|に到着

寺田は且もないし.ええ実包帯.

:t ')10:・いた.大曹い方の鋪

Uツポ句"・K寄せτ.小宮い

方の錨U内・Kλって作事置を鎗

晶轟.寺田UEtlだけ盆がお轟

tt~l大曹い舗に組んτ.晶君信

槽Io:.*ンヲで竃琶淘"''''をは

~. 

奮すU.ツポの内側に下ろしτ
おいた才モリ豊島げ畠.館骨遁〈

のオモリU.1Ic.:.lf~ 号骨働

のオモ・')U.腕にぶら下げτお<.

Zリ渇に幽轟.RIIEIじんで〈ー

のが.ずいぶん思<~.，た~

活亀としτ縛9τ・~舗聾λれ

畠本欄K・を入れτ‘トロ・~e

奄つんだら.."7.

4網をあげる
".モリ司~.げたも.みん~小さ

い方骨組c.:.リ.舗をあげτい

く.71{骨綱畢・ItS・.10:轟

げτいっτ.だんだんと大曹い

方の歯へと書ヲτい<.つ曹リ.

勉暑はさみうちKす畠んや~.

ツポ骨内側と舛倒の2・の11

11. 唱 m< らいc.:~τ世づ〈と.

U;!hうちは実7や..11むち

むち.111匝お轟'.~ず.自の薦

、、タモで大聖書'ーをす〈う.~ 

・・・~. 守の‘と.固め・11'
い骨奄で.小きい.奄す〈う.

モク {ゴZや"'.)uaリ・ぃτ
や‘-

今日Uう~~IIλヲとーな. 'j、

古いやっU.ーー・濁へ贋Lτゃー.

r大1!'~.，τIt S. 11ftλヲτや』

一鋼のメンテナンスー
"，-.-. 

/'、，、

今日は.a世亀11'.，た亀.

1...ぃ・でも.・ぃτぃーとw
がはしむ.

隔が出τ曹た.きれい草・日.

r1!'ょうもキレイや.ベつひん古ん

やり

A
ハ

山
一…

'

一n

唱

園

田

一

0

・・・
a'
・・・・・
a
一
月
u

a
a

圃
・
・

-
F¥

J

--、

一回

----

-白」

l
l
E
E
E
E
BE
l
t
B
I
l
l
--

L

「「

M
網

多

い

掴

・

網

ぐ

自

・

・

章

治

は

・

す

時

事

。

"
-
Kり

・6
い

い

は

錨

轟

と

九

が

亀

と

.

・
守

轟

，‘
 

.. 
，、ι
a

zR

E

・!
L
V

.

，

a
注

働

相

舶

の

す

私

山

A

U
J
u
τ
L
圃
閉
館
が
見

Z

K
れ

ヲ

直

也

南

署

う

企

瑚

値

ヲ

ら

に

と

穴

岨帽

轟

が

Z

か

・

併

に

は

慣の中"a.童・T<.，たら.11

た"をおろしτ."モリ;奄おろす

ドポンと混んでい<.



えり

のめぐみ びわ湖に生きる風 景

8月

漁漉量(kg) 3774.8 2160.2 358.2 1509.3 1653.7 1892.8 1268.5 4914.7 1269.4 174.8 

魚種 アユ アユ アユ アユ アユ アユ Jユ /ユ アユ アユ

オイカワ オイカワ オイカワ オイカワ オイカワ オイカワ オイカワ

ニゴロフナニゴロフナ ヱコロフナ ニゴロブナ 三ゴロフナ =コロプナ ニゴロブナ 三コロフナ

フナ頬 フナ頭 フナ類 フナ類 フナ類 フナ類 フナ類 フナ類

ワカサギ ワカサギ ワカサギ ワカサギ ワカサギ ワカサギ ワカサギ ワカサギ ワカサギ

ホンモロコ ホンモロコ ホンモロコ ホンモロコ ホンモロコ

スゴモロコ スコモロコ スゴモロコ スゴモロコ スゴモロコ スゴモロコ スコモロコ

ウナギ ウナギ ウナギ ウナギ ウナギ ウナギ ウナギ ウナギ ウナギ ウナギ

スジエピ スジ工ピ スシエビ スシ工ピ スジエピ スジエビ

魚の種類と量 コイ コイ

琵琶湖の工リ漁は、 11月から 8月中旬に ハス ハス ハス

ピワマス ピワマス ピワマス ピワマス
かけて行われます。乙の時期は、漁師にとって、農 ウグイ

繁期(農業が最も忙しい時期)ならぬ漁繁期となります。 ゼゼラ 最盛期

ゴリ
しかし、獲れる魚の種類や量は、常に同じではありません。 本守山;魚~ 2∞8年 11月-2∞9年8月 10自のヱリ海11畳よリ

1わかさぎのてんぷら ~.鮎チリ{インドネシ〆}

2.ふなのあらい 6.パナナのIlの蒸し飴 {インドネシア)

3.かまっかのナレズシ 7.えぴ豆

4. 

〈ニー
〈ヨ

現在、琵琶湖は、在来魚 (古来から琵琶湖に住んで

いる魚)が生きやすい場所ではありません。在来魚を

襲う外来魚がたくさんいるからです。Catch&Eatと称

して、 外来魚を食べようという動きもありますが、漁

師はそれに賛成はしていません。外来魚を水産資源と

して認めてはいないからです。在来魚の美味しさを知

るととによって、私たちに琵琶湖と在来魚について考

えてほしいと願っているからです。また、漁協女性部

は琵琶湖の味を受け継ぎ、伝

える活動をしています。

びわこの味、忘れないで!



 
 

朽木フィールドステーション 

企画展示 

 
 
 
 
 
 

亀岡フィールドステーション 
企画展示 

 
 
 
 

 



くさやま

暮らしとつながるムの姿
ー 吠像資料か らたど る景観の変遷

1 .むかし、草ムが広がっていた

ムといえば、どのような風景を想像しますう、?身近なムの風景どしマ、アのような、樹本

lこ覆われた風景が思い得かよのではない-(L .1うか?

L'< ;Ib 

写兵 1.~該賀県あ島市今体吋椋μ， ~、ら

小原、ふ方面を空む。

(掠彩:200q.:t-8 f1 ) 

いっぱう、での写真は、九五時代(~ほ(.r同地点から同方向を縁影したものです。

写真2.ほぽ同地点より同方向を写す。(撮影:大正時代、栗田俊栄氏所蔵)

よの 2 枚の写真を、どく l~ 写真左側の斜面(~ ~主自しながら比ベマみま 椋 川

しょう。

現点、ムの斜面(~ (1樹 本 がFっしりとえっマいます [写兵 11。いっ

ぱう、大止時代 l~ は、樹本は尾根の上方 l~ 凡えるだけです [ 写真 2 ] 。

当時の斜面を一面(~.t.買っマいたのは草や低い曜本でし た。このようじ、

昔ど現在てはムの姿(1大きくもが、、ます。

どうしマ昔はこのような草ムド広がっマいたの γしょうか?

|朽木|



して草ムだったのか?どう2. 

昔のよ， I~ は、どうしマ草ムド広がっマいたの

で しょうか ? 自然条件のため ?それども、本を

切うす'!<'tこから ?

そうでは、あうまゼん。草ムは当時の暮ら L

I~ はたいへん重要な も ので、人がどがっく り だ

しマ主たもので した。

それイは、草ム はどのようい利用きれマ 3た

ので Lょう 台、?

(椋川 、J最影 :大五時代)

当時の家屋 の屋根l:t手 を葺 L、た ものて、大量の手を必要どしました。ま t:、@畑の耕起や物資の運

搬I~ 重要だったのが牛で、その排措物ど混ざった敷 3 草 l:t水@ の肥料どな り ました。屋根材ど L マの

手、牛のエサや寝尿どなる草を採るための空間が草ムだったのです。

写A3.*-1fI の t止のム(~ も手ムド見える .-家ど牛を支えた草ム

写Jl-5.*-材を舗支出する牛 (綜川、 J最影:大;f..時代)u享).)、撤彩 ー大正時代)写.A-4-.手葺3屋根の家屋

-草ムの種類

草ム l:t、利用目的ど場所いおうビマ 3つい区分され 'て いまし た。

集落からやや途方、ムのよ却の斜面。牛の寝
尿やエサlこする草 (カリボシ )を採る。

カリポシャマ

隼ti.付近のムの斜面。牛の寝本やエ
サじする 革や紫 (ホトラ )を掠る。

|朽木|
集~

ホトラヤマ

隼~付近の乎地-ム持。家の屋根材
γある乎 (カヤ )を採る。

-・・
司・・
・
・
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フカヤダイ



草ムの広が 93. 

そ

アの図は、 ß~ ~'台時代の地形図 (晴治 26年測量同 28年発行、縮尺 1 ・ 20. 000 ) をもとド、当時の

草ムの広がりを示 Lたものです。この時の地形図!こは、植生の様子が詳知(:示ぎれています。

れいよると、草ムドムラの領域のなかでかなうの広ぎを占めマいたことがわかります。

口 :れ
o 2∞m 

草ムを維持するための技 :火入れ+. 
日本の気候条件では、草ムをそのまま放孟 Ll おけば樹本がえ っ l~ ます。そのため、草ムを

維持する lこは、人手(:よって樹本の佼入を杵える必委があり、定期的な刈入れど刈入れがおこな

われマ 3ま した。また、火入れいよう良質のカリボシ-ホトラ-カヤド~*れるといわれます。

火入れいは適切な方法があうます。椋J'Iで火を入れる季節(:t春です。そ Lマ、天気や風の強き

をみながら、火入れの 自を決めます。また、延焼を防ぐ ため(:.周囲 (こは防火帯を確保します。さ

ら1:は、火勢をコントロール ... c ~るよう、斜面の上方-風でから火を入れ、徐令(:燃焼却分を下
ろしてい主ます。火入れは危険な作業であう、広大な面積を娩く ためい 、共同作業でおこないま

L t-:.。

-木
一一

:

'
 

一朽
一ぃ

‘. …=・ :
防火帯 ，./1'・if 
:だ1，・ 4f



5.暮らしと景観

こうし た暮らしは Iq 6 0年代後半ごろい急変します。化学肥料の普及や農~具の機械化 1-:. より、

牛 (:L~、委ではなくなりまし た。家の屋根もトタンゃえを用いるようじなりました。また、燃料ど

l"1-G油が広く伎われるようになり、村の重要な収入崎、のひとつであった本炭の需要が一気1-:.低

ア L、在京イヒの流れのなかて都市部 1-:.移転する人が増加しまし た。こうして草ムは必要てはなく

なり、ムの景観は変化しマ主まし fこ。以ア"1"l;t、撮彩時期の異なる航空写真を比ベマ、ムの景観

の変遷をたど っマみま Lょう。

雨
中

日本の農山村が急激な変化を

とげる直前の様子です。明治26

年測量の地形図とほぼ同じよう

に草山が広がってます。そのほ

かにも、炭焼きのために伐採さ

れた林がパッチ状にあります。

幅
一

草山だ、った空間には、拡大造

林政策によりスギが植林されま

した。斜面に見える縞模様は、

植林のために地面を段状になら

したところです。植林されてい

ないところでは、植生の遷移に

より樹木が成長 しています。

団
里のまわりはすっかりと樹木

で覆われています。

写真からはわかりませんが、

圏内林業の低迷で植林地は放置

され、とくに近年の椋川ではシ

カの獣害により 、山は荒れてし

まっています。

‘・.~ 

草ム l;t、ムラの暮ら Lど結びっくなウ、で生み出され、維持きれマ 3まltご。そしマ、暮らし

の移う変わりととも 1-:.人どムの関わり方も変化 L、草ムは樹本1-:.1受われマ 3たのです。

写真提供 噌栗田俊栄氏

協力 :火野山ひろば、結いの里 ・椋)11、滋賀県立大学旅境科学部野間研究室 |朽木|



6. rくら Lの4.Jをふたたぴ :朽本FSの取 9組み

近年のム村では、人口の著 Lい試少ど高齢化のためい、生計活動をは

じめ地域弘会の維持が困難な状態 I~ なっマいます。こう L たな十、朽本

F S"1"は地域の資掃を活力、 Lf:暮ら Lを創り出そうど考え、火入れいよる

林野利用，~ ~主目 L マいます。

今日、生活形態の変化 I~ よ 0 林野への火入れはすっかりと姿を摘しマ

います。 L力、 L、火入れ 1-:.ょっマ林野の状態はつねい更新きれ、そのな

ウ、イムのもつ生産力を最大限 I~ ~I ~出すことがで主る、ど手ムたもは考え

マいます。また、生物多様性の維持 I~ もつながります。

朽本FSでは、人の暮ら L ど本の重力、きが相五 I~結びついた~を「くら

Lの桑j どよぴ、その再構築1-:.むけた取り組みを滋賀県内のあ島市椋JI'

と余呉町て進めマいます。

|椋川 |

体耕留での焼畑耕作

|余呉 |

焼畑耕作 I~ むけマ林野を代同
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京都・大堰川（保津川）の筏の歴史

大堰川（保津川）の筏流し
大堰川の筏流しの歴史は古く、8世紀ま

で遡ります。特に延暦3（784）年の長岡
京造営、同13（794）年の平安京造営に際
しては相当な資材が必要であり 丹波国しては相当な資材が必要であり、丹波国
山国庄（現在の京都市右京区京北町付
近）が禁裏御料地に指定され、造営用材
の供給地となりました。木材の輸送は以
後も行われ、『延喜式』巻34「木工寮」
の項には瀧額津（たきぬつ、現在の亀岡
市保津 付 ）な 述が ら す市保津町付近）などの記述が見られます。
中世にはこれらの津に「御問」（問丸）
と呼ばれる筏の輸送業者が現れ、筏流し
を専門とする筏士（筏師）も登場しまし
た。

近世に入り城郭や城下町の建設が盛ん近世に入り城郭や城下町の建設が盛ん
になると、木材の需要は急増しました。
丹波材の場合は、生産地である丹波の
山々から京都・大坂などの消費地へ河川
を通じての筏流しが可能であり、時の権
力者も丹波材の輸送に欠かせない筏士の
存在を重視 羽柴（豊臣）秀吉 諸役

大堰川(保津川)流域図

存在を重視し、羽柴（豊臣）秀吉は諸役
（税）免除する朱印状を与えるなどして
これを支配しました。江戸時代末期には
経済の発達にともなって輸送量も飛躍的
に増加し、最盛期には年間60万本もの材
木が京都・大坂へと輸送されました。ま木が京都 大坂 と輸送されました。ま
た、材木の生産や輸送だけではなく、発
注や販売など筏流しに関連した活動が各
地で行われ、流域で暮らす人々が様々な
形でこれらに携わり、筏の中継地として
栄えた大堰川流域の村々は現在の丹波地
方 基礎を形作り 京都 大坂 町と方の基礎を形作り、京都・大坂の町と
人々の暮らしを支えていきました。
古代から近世にかけて大きく栄えた大

堰川の筏流しですが、明治・大正期の山
陰本線の開通や国道の整備によるトラッ
ク輸送の普及にともに次第に衰退し戦後

豊臣秀吉朱印状（個人蔵）
豊臣秀吉が石川伊賀守・山口甚兵衛に対し、
宇津・保津・山本の筏士による嵯峨までの用
材輸送を命じた文書

ク輸送の普及にともに次第に衰退し戦後
しばらくして完全に途絶えてしまいまし
た。



保津川における筏

保津川における筏のサイズは 保津峡の川幅の狭さや
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保津川における筏のサイズは、保津峡の川幅の狭さや
流れの激しさ等により、幅約2.7m、長さ約55mまでとされ
ました。筏を細分化すると約12～13連の筏で構成されて
います。直径9cm以上長さ約4mの丸太を縦に並べ丸太の両
端に樫の木と藤蔓を横には並べ、U字型のカンという金具
を縦に打ち込み固定します。これで幅約2.7m長さ4mの筏
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が出来上がります。これを「連」といいます。これを縦
に12～13連、藤蔓のみでつないでいきます。1連目からハ
ナ、ワキ、ソウと呼び、特に重要視しました。なぜなら
ばこれらの部分に筏を操舵するときに必要な舵が取り付
けられるからです。舵を取る筏士は、ワキの筏に乗り込
みハナの部分に取り付けられたカジボウを上下左右に動

ズ二
・
七
Ｍ
）
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ギ

みハナの部分に取り付けられたカジボウを上下左右に動
かすことで筏の舵をとっていました。

かつては、筏を2～3人で操舵していました。1人目は、
ハナに乗り、岩などにあたらないように檜の竿で岩や川
底を突きます。2人目はワキで舵を取り、3人目は筏の後
尾で筏が岩に当たらないよう竿を突いていました。さ

＝
三
〇
間(
約
五

全長約55mある筏を組み、保津川の急流を下ることは、
熟練した技と豊富な経験に裏打ちされた伝統的な筏組・
操舵技術によってなされるもので、その伝統技術・経験
則をいかに後世に伝えるかが課題となっています。

五
Ｍ)

カン、樫、藤蔓
で固定された筏

連と連を藤蔓
でつなぐ

ハナに据えら
れたカジボウ
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竿と舵を巧みに操り
急流を下る6連の筏

（平成21年9月の筏流し）
本来はこの倍の長さの筏

を操っていました。
オ)



京筏組とは？
平成19年8月8日 京都府南丹市日吉町の日吉ダムのダムサイトにおける「天

京筏組(保津川筏復活プロジェクト連絡協議会)の歩み

平成19年8月8日、京都府南丹市日吉町の日吉ダムのダムサイトにおける「天
若湖アートプロジェクト2007」において筏組のイベントを開催し、３連の筏を
作成しました。しかし、筏は実際、川を流れることはなく、日吉ダムのイン
フォギャラリーにおいて展示されただけでした。
平成20年、戦後途絶えた保津川の筏流し復活を目指して、行政・NPO・市民

団体 企業 大学等が集ま て 「保津川筏復活プロジ クト連絡協議会」が団体・企業・大学等が集まって、「保津川筏復活プロジェクト連絡協議会」が
発足しました。京都府亀岡市保津町在住の元筏士上田潔氏と酒井昭男氏からの
聞き取り調査を実施し、同年9月10日、約60年ぶりに保津川の筏流しが復活し
ました。
平成21年、亀岡市に一軒のみとなった鍛冶屋「片井鉄工所」において約60年

ぶりに筏組の金具「カン」が作られ 8月8日には日吉ダム直下で筏流しが行わぶりに筏組の金具「カン」が作られ、8月8日には日吉ダム直下で筏流しが行わ
れ、そして、9月9日には保津峡の落合から嵐山への筏流しが行われました。
今後、「京筏組」は、筏復活プロジェクトを通して、地域の森林資源の見直

し・活用、環境問題・歴史文化への意識向上、流域住民の「もの」と「ひと」
のつながりの再構築を目指しています。

南 市 吉南丹市・日吉
日吉町での筏流し

平成21年8月8日、南丹市日
吉町の日吉ダム直下で、筏
流しが行われました。4連
の筏が組まれ、子供たちが
元気にパドルを漕ぎ、川を

南丹市・筏森山

元気に ドルを漕ぎ、川を
下りました。

天若湖アートプロジェクト2007
元筏士・酒井昭男氏指導の下、保
津川下り船頭衆により筏3連が組

筏森山における檜の伐採と葉枯らし
平成21年6月、南丹市八木町の筏森山
において、檜の伐採と伝統的な葉枯ら
しが行われました。約2ヶ月、自然乾
燥された材木は、8月8日、9月9日の筏津川下り船頭衆により筏3連が組

まれました。元筏士から現役の船
頭衆への技術の伝承の始まりとな
りました。

燥された材木は、8月8日、9月9日の筏
流しに使われました。



保津の元筏士
今も健在な元筏士は京北町に1人、
保津町に2人だけとなりました。写
真右が上田潔氏、左が酒井昭男氏。
戦後 上流からの筏流しが途絶える戦後、上流からの筏流しが途絶える
と、主に、保津峡の渓谷内で筏を組
み流す生活を送ります。保津川の筏
流しの消滅まで筏流しの伝統を守っ
てきました。その後、保津川下りの
船頭となり、人生の大半を保津川と
共に過ごした川の達人です。

河況調査 上桂川統合堰～保津浜
平成21年5月27日、上桂川統合堰直
下より筏航路の調査が行われまし下より筏航路の調査が行われまし
た。この流域は昭和30年代まで多
くの堰があり、今でもその痕跡が
見られ、それが筏の航行に支障を
きたすものであることも想像され
るほど、筏流しにとって最適とは
いえない河川環境となっているこ
ともわかりました

保津川筏復活プロジェクト2008
平成20年9月10日、約60年ぶりに
保津川に筏流しが復活しました。
元筏士上田潔氏・酒井昭男氏指
の下 船頭12人による6連18 の

上桂川統合堰
亀岡市・保津浜

ともわかりました。 の下、船頭12人による6連18mの
筏が再現されました。

亀岡市・京町

60年ぶりの「カン」づくり
平成21年夏、亀岡市内に１軒のみ現存す
る鍛冶屋「片井鉄工所」の片井操氏によ
り、約60年ぶりに筏を組む時に使う金具
「カン」が製作されました。カ 」が製作されました。
60年前に先代の父と作った思い出の「カ
ン」。60年の時を超え蘇り、9月9日、筏
とともに嵐山へと・・・。



保津川筏復活プロジ クト2009保津川筏復活プロジェクト2009
平成21年9月9日、保津峡・落合
から京都・嵐山への筏流しが行
われました。平成20年とは違っ
て、足場の悪い、狭小な渓谷で、
60年ぶりに作られたカンと筏森
山の材木で、伝統的な筏の約半
分6連24 筏が組まれ 約5k分6連24mの筏が組まれ、約5km
の急流を無事下りました。ゴー
ル嵐山は大勢の見物客でにぎわ
いました。

保津峡・落合 京都市・嵐山

亀岡市・山本浜

かつての保津峡の筏流し
かつての嵯峨嵐山の風景

流 臨 寺
かつての保津峡の筏流し

全長約55mの筏を巧みに操
る筏士たち。舵を足で操り
ながら竿を差す姿は圧巻で
すね。

渡月橋下流、臨川寺浜を
筏が埋め尽くし、筏の上
を通って、対岸まで渡れ
たとも言われています。
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